










氏名・(本籍) 福 場 庸(
学位の種類 経 済 学 博 士
学位記番号 第 316 ?Eヨコ
学位授与の日付 昭和 37 年 5 月 14 日
学位授与の要件 経済学研究科経済政策専攻















本来オペレーションとは， 一連の命令の組から結果される activity である σ 従って，可能なる命令の組




そのような部分的モデノレとして，通常. allocation model , queuing model, inventory model , replacement 
model , competitive model等があげられる。一万，これ等のモデソレの分析のために利用される手法としては，
線型計画法，確率過程の理論，解析的最適化の理論，動的計画法，ゲームの理論等があげられるの一般に









本論文は，第 1 部，決定者の論理構造とオペレーショナル・システム，第 2 部，部分システム・モデソレ
の論理的分析，第 3 部，部分システムの統合とシステム分析，第 4 部，決定の論理的基礎の 4 つの部分か
ら構成されている。第 1 部において，筆者は，決定過程の諸条件の考察を中心として，オペレーショナノレ・
システムの把握を意図している。筆者は，決定過程を，その situation と behavior principle とに分け，




















決定過程における行動原理 (behavior principle) を明らかにするために，不確実性についての基本的論理
構造に対する考察を行ない，帰納的推論))一般的模型を検討し，又予測的行動模型としてのいわゆる主観
確率についての極めて詳細な議論を展開してい 3 門すなわち，筆者は， Keynes-]effreys-Carnap の論理確
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率ないしは，帰納確率，従来の統計的推論の基礎となる客観確率，および Ramsey-Savage の主観確率な
いしは. personal probability を区別し，夫々の立場を明らかにすることにより，決定過程における不確実
性の性格を明らかにしているのそうして更に，これを基礎として，不確実性と決定者の行動型との関連を
追求している。この分野で、の筆者￠仕事は今後のオペレーションズ・リサーチの展開において積極的役割
を果すことが期待されるの
以上の内容は，オペレーションズ・リサーチにおいて利用される。いわゆる手法の展開とは異なわオ
ペレーションズ・リサーチの本質的性格に基づいて，その積極的方法を確立しようとするものである。こ
の分野における仕事は，未Tご多分に散発的なものであれ多少とも l綜合的な形態をとるものとして，本論
文は極めて独創的な業績であり，オペレーションズ・リサーチの万法論に一つの貢献を果すものであると
考えられる。本論文の内容は，筆者の数年にわたる研究の一応の成果と見倣すことができ，極めて困難な
問題に対する接近のための，一つの前進を示すものとして，今後の研究の進展を期待することができるの
以 Eの点から，本論文は経済学博士を授与するに足る業績と認める。
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